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付紙様式第１

　
　改修後、地区住民に聞き取り調査を行い、利便性の向上が図られたかを確認す
る。

　過去に行った類似事業では、地区住民から「段差の解消や男女別トイレとなっ
たことで、以前よりも使いやすくなった」との声が寄せられ、地域コミュニティ
の活性化につながったことから、今回の事業も地域住民の意見を反映させ、事業
を実施していくこととした。

・工事看板等に調整交付金事業である旨掲示する。
・地区住民に対し、回覧及び見学会の際に調整交付金事業である旨を周知する。
・村の広報誌・ホームページに記載する。

補助事業の成果の目標等について

　第６区コミュニティ供用施設改修工事は、地域住民の高齢化に伴い、施設内の
段差の解消やトイレが男女共用で利用しづらく、車いす用の多目的トイレの設置
などの要望があり、地元役員からも早期改修に関する強い要望があったものであ
る。
　そこで、改修工事を実施することで、地区住民の学習、集会、レクリエーショ
ン活動等の環境を整え、利便性の向上を図るものである。
【参考指標】
利用回数45回・延利用人数899人（平成26年度）

　教育文化施設：第６区コミュニティ供用施設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（榛東村）


